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§１．研究成果の概要 

 

本研究課題の目的は、細胞間相互作用が織りなす多様な生命現象と、それを取り巻く様々なシ

グナル伝達経路の相関関係及び因果関係を高い時間的・空間的分解能で解明することである。こ

れを実現するために、様々な様式の細胞間相互作用を可視化するためのイメージングツールと細

胞間相互作用を自在に操作するための光操作ツールの開発を行っている。２０２１年度は、３種類

の細胞間相互作用イメージングツールと４種類の光操作ツールの開発に従事した。いずれのツー

ルにおいても原型となるコンストラクトを作製し、培養細胞における性状解析を行うことで、今後の

改良につながる手がかりを得た。細胞間相互作用イメージングツールの１つである「神経細胞にお

ける自己・非自己識別の分子基盤であることが想定されている細胞接着タンパク質の可視化ツー

ル」に関しては、単一色のシグナル強度変化でその機能をモニター可能なセンサーの開発を目指

している。その段階において、前身となる FRET に基づいたセンサーの開発に成功し、培養細胞に

おける性状解析を進めた結果を報告した 1)。 
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